
市
内
に
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
10

人
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
地
域
で

人
権
思
想
を
広
め
る
と
と
も
に
、
市
役
所

や
自
宅
な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人

権
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
、「
人
権
上
問
題
で

は
？
」
と
思
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

な
お
、
○
印
の
作
品
は
同
コ
ン
テ
ス
ト

厚
木
協
議
会
大
会
に
推
薦
さ
れ
、
◎
印
の

鈴
木
悠
子
さ
ん
の
作
品
は
更
に
県
大
会
に

進
み
、
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

○「
や
さ
し
さ
と
は
」

秋
山
由
紀
（
光
丘
中
3
年
）

○「
ク
ロ
ー
ン
人
間
」

小
林
紘
子
（
同
）

「
被
害
者
の
人
権
に
つ
い
て
」平

岡
優ゆ

う

（
同
）

「
メ
ル
ボ
ル
ン
事
件
に
つ
い
て
」

山
口
沙
織
（
同
）

「
私
が
経
験
し
た
い
じ
め
」

岩
下
美
保
（
引
地
台
中
3
年
）

「
い
じ
め
に
つ
い
て
」

間
辺

ま

べ

百
合
子
（
上
和
田
中
3
年
）

「
差
別
に
つ
い
て
」

大
山
里
美
（
下
福
田
中
2
年
）

◎「
光
」

鈴
木
悠
子
（
聖
セ
シ
リ
ア
女
子
中
3
年
）

「
韓
国
か
ら
日
本
へ
向
け
て
」

田
中
沙
織
（
同
）

「
日
本
の
住
み
に
く
さ
」中

島
由
佳
（
同
）

「
私
と
人
種
と
世
界
と
」濱

谷
は

ま

や

美
咲
（
同
）

○「
祖
母
と
す
ご
し
て
」

深
田
恵
里
（
同
）

「
心
の
障
害
」

松
本
絵
美
（
同
）

「
祖
父
か
ら
学
ん
で
」

牟
田
幸
美

ゆ

き

み

（
同
）

「
二
回
目
の
話
し
合
い
」

森
陽
子
（
同
）
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広
報

や
ま
と

インフォメーション

《
特
例
市
　
や
ま
と
》

「
人
権
」
と
は
、
人
間
が
人
間
ら
し
く

生
き
る
た
め
の
権
利
で
、
と
て
も
た
い
せ

つ
な
も
の
で
す
。

12
月
10
日
は
、
国
際
連
合
が
定
め
る
「
人

権
デ
ー
」。
そ
し
て
、
日
本
で
は
12
月
4
日

〜
10
日
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権
へ

の
意
識
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

市
と
大
和
市
人
権
擁
護
委
員
会
は
、
市

内
中
学
生
を
対
象
に
、
毎
年
、「
中
学
生

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
い
じ
め
な
ど
身
近
な
問

題
を
テ
ー
マ
に
し
た
4
9
9
点
の
応
募
の

中
か
ら
、
次
の
15
点
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

市
と
大
和
市
人
権
擁
護
委
員
会
な
ど
で

は
、
人
権
週
間
に
合
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
人
権
の
た
い
せ
つ
さ
を

見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
人
権
パ
ネ
ル
展

と
　
き
▼
①
12
月
3
日
（
月
）
〜
10
日
（
月
）

②
12
月
10
日
（
月
）
〜
15
日
（
土
）

い
ず
れ
も
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
（
10
日
は
、
①
は
正
午

ま
で
、
②
は
午
後
1
時
か
ら
）

と
こ
ろ
▼
①
市
役
所

②
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
①
は
人
権
ビ
デ
オ
上
映
会
も
。

●
人
権
街
頭
啓
発

と
　
き
▼
12
月
6
日
（
木
）
午
後
2
時
30
分

〜
3
時
30
分

と
こ
ろ
▼
中
央
林
間
駅
前

●
障
害
者
の
人
権
１
１
０
番

（
横
浜
弁
護
士
会
無
料
法
律
相
談
）

12
月
7
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

1
0
4
5
（
2
1
1
）
0
2
2
4

F
A
X：

0
4
5
（
2
1
1
）
0
2
2
7

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
広
聴
相
談
課
広

聴
相
談
担
当
1
（
2
6
0
）
5
1
2
9
、

■Ek
o
u
c
h
o

へ
。

12
月
4
日
〜
10
日
は

「
人
権
週
間
」

小川新次（上和田）1267‐0384

下田季子
と し こ

（柳橋） 1267‐1317

伏見暢子
の ぶ こ

（下鶴間）1274‐5363

石塚長作（上草柳）1264‐0380

佐藤忠良（下鶴間）1274‐3202

鏡　絹子（林間） 1275‐7261

二見　武（桜森） 1261‐7638

更井
さ ら い

光世（福田） 1267‐1174

渡邊政義（上和田）1267‐0591

真壁和江（深見） 1261‐1494

定例相談 毎週木曜日（12月6日は除く）午後1時30分～4時／
市役所広聴相談課

特設相談 12月6日（木）午後1時30分～4時／林間学習センター

市内の人権擁護委員（敬称略）

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

人
権
に
関
す
る
相
談
は

人
権
擁
護
委
員
に

人
権
週
間
中
の
主
な
啓
発
活
動
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

県
と
大
和
市
な
ど
厚
木
基
地
周
辺
7
市

の
首
長
な
ど
で
構
成
す
る
「
厚
木
基
地
騒

音
対
策
協
議
会
」
の
総
会
が
、
11
月
7
日
、

厚
木
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
Ｎ
Ｌ
Ｐ
（
夜
間
連
続
離
着

陸
訓
練
）
に
よ
る
航
空
機
騒
音
の
解
消
な

ど
に
つ
い
て
の
国
や
米
軍
へ
の
要
請
内
容

が
採
択
さ
れ
、
今
後
の
運
動
方
針
が
議
論

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
続
き
、
外
務
省
や
防
衛
庁
、

米
国
大
使
館
な
ど
に
対
し
て
要
請
活
動
を

実
施
。
①
「
Ｎ
Ｌ
Ｐ
に
よ
る
航
空
機
騒
音

の
解
消
」、
②
「
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

フ
ラ
イ
ト
（
基
地
開
放
日
の
展
示
飛
行
）

の
恒
久
的
な
廃
止
」、
③
今
年
9
月
に
は

Ｎ
Ｌ
Ｐ
に
先
立
っ
て
艦
載
機
の
離
着
陸
訓

ー練
が
昼
夜
に
及
ん
だ
こ
と
か
ら
、「
的
確

な
情
報
提
供
と
地
元
へ
の
更
な
る
配
慮
」

を
強
く
求
め
ま
し
た
。

要
請
に
対
し
て
政
府
か
ら
は
、「
Ｎ
Ｌ

Ｐ
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
硫
黄
島
で
行
う
よ

う
米
軍
に
働
き
か
け
る
。
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
フ
ラ
イ
ト
は
、
地
元
の
意
向
に

沿
う
よ
う
に
米
軍
を
説
得
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
基
地
対
策
課
基

地
対
策
担
当
1
（
2
6
0
）
5
3
1
0
、

■Ek
ic
h
i

へ
。
な
お
、
騒
音
に
関
す
る
苦

情
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
送
り

く
だ
さ
い
。

厚
木
基
地
騒
音
対
策
協
議
会
総
会
が
開
催

「
N
L
P
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ラ
イ
ト
の
廃
止
」
を
訴
え
る

地
域
福
祉
計
画
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

交通安全ポスターコンクール

市は、交通事故から子ど

もたちを守り、交通安全に

対する意識を高めてもらう

ことを目的に、交通安全ポ

スターコンクールを毎年開

催しています。

同コンクールは、市内の

小学4～6年生を対象に作

品を募集し、今年は848点の力作が集まりまし

た。審査の結果、最優秀賞には、深見小学校6年

の丸谷
ま る や

幸子
ゆ き こ

さんの作品（写真）が、また、優秀賞

には30点が選ばれ、11月24日に行われた大和

市交通安全推進大会で表彰されました。

今後、丸谷さんの作品は、交通安全のPRポス

ターなどとして活用されます。

◇
問い合わせは、市役所交通安全対策課交通安全
担当1（260）5118、■E anzenへ。

「
社
会
福
祉
事
業
法
」
が
「
社
会
福
祉

法
」
に
改
称
・
改
正
さ
れ
、
昨
年
6
月
か

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
同
法
で
は
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を

”措
置
制
度
“
か
ら

”利
用

制
度
“
へ
移
行
す
る
こ
と
な
ど
、
利
用
者

の
立
場
に
立
っ
た
社
会
福
祉
制
度
の
実
現

や
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
て
、
総
合
的

な
地
域
福
祉
を
進
め
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
福
祉
計
画
は
、
市
が
こ
れ
ま

で
に
策
定
し
た
障
害
者
や
高
齢
者
、
児
童

な
ど
対
象
者
別
の
各
計
画
を
総
合
的
に
進

め
る
と
と
も
に
、
住
民
の
地
域
福
祉
に
関

す
る
活
動
計
画
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
地
域
住
民
が
参
加
し
て
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。市

は
、
こ
の
地
域
福
祉
計
画
を
平
成
15

年
4
月
か
ら
施
行
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

策
定
を
進
め
ま
す
。

皆
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

地
域
で
住
民
が
支
え
合
う
し
く
み
を
つ

く
り
上
げ
る
た
め
に
、「
地
区
の
意
見
を

聴
く
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
程

来
年
2
月
2
日
（
土
）
▼
林
間
学
習
セ
ン
タ
ー

3
日
（
日
）
▼
つ
き
み
野
学
習
セ
ン
タ
ー

16
日（
土
）
▼
桜
丘
学
習
セ
ン
タ
ー

■Eは各課のEメールアドレスです。表示したアドレスの後に「@gov.city.yamato.kanagawa.jp」を続けてください。

「無事故で年末・笑顔で新年」
年末の交通事故防止運動　12月11日～20日

17
日（
日
）
▼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

23
日（
土
）
▼
渋
谷
学
習
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
か
ら
。

当
日
直
接
会
場
へ
。

計
画
づ
く
り
へ
の
市
民
参
加
の
在
り
方

や
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
に
市
、
地

域
、
団
体
、
個
人
の
役
割
分
担
な
ど
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
▼
12
月
18
日（
火
）午
後
１
時
15
分
〜

と
こ
ろ
▼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
　
員
▼
6
0
0
人

基
調
講
演
▼
「
ま
ち
づ
く
り
か
ら
学
ぶ
市
民
参
加
」

講
　
師
▼
早
稲
田
大
学
教
授

卯
月

う

づ

き

盛
夫
氏

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
▼

「
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
に
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

・
白
梅
学
園
短
期
大
学
教
授佐

野
英
司
氏

パ
ネ
リ
ス
ト

・
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
中
村
紀
子
氏

・
N
P
O
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク

テ
ィ
ブ
　
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア

宇
津
木
朋
子
氏

・
土
屋
侯
保
大
和
市
長

※
手
話
・
筆
記
通
訳
あ
り
。当
日
直
接
会
場
へ
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
福

祉
総
務
課
福
祉
政
策
担
当
1
（
2
6
0
）

5
6
0
4
、
■Ef-s

o
u
m
u

へ
。

「
地
区
の
意
見
を
聴
く
会
」
で

ご
意
見
を

「
地
域
福
祉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
催


